
 

２学期を振り返って  ２学期終業式校長講話より      

校長 小島宏一郎  
おはようございます。80 日間の長い２学期が本

日で終わり、無事に終業式を迎えることができまし
た。今学期に皆さんは、本当にいろいろなことに取
り組み、多くの力を伸ばしてきました。 
９月には、３年生の修学旅行、連合陸上競技大会、

生徒会役員選挙、10 月には、１年生の菅平移動教
室と学校全体で取り組む大きな行事の生徒発表会、
11 月には、連合学芸会（英語の部・音楽の部）や
区立中学校美術展などの大田区全体の行事があり、
開校 70 周年記念式典が開催されました。そして、
２年生は３日間の職場体験を行いました。 
それぞれの行事や活動に目標をもって取り組み、

様々なことを学び、たくさんの思い出を残したこと
でしょう。特に、10月 28日の生徒発表会では３年
生が模範を示し、学校全体が一体となって発表に取
り組み、感動を共有することができました。３年生
の合唱コンクールでは、結果は D組が最優秀賞、Ｂ
組が優秀賞と順位が付きましたが、どのクラスも完
成度の高い素晴らしい合唱を発表してくれました。
行事に全力を尽くすことの格好の良さを下級生に
示してくれた３年生には改めて感謝します。 
また、11 月 25 日の開校 70 周年記念式典では、

和太鼓部の力強いオープニングに始まり、代表生徒
の挨拶や指揮・伴奏や、参列した生徒の皆さんの態
度もとても立派で、御来賓の方々から「糀谷中の式
典はとても素晴らしかった。」とお褒めの言葉を戴
きました。特に、歌詞がスクリーンに投影されない
というトラブルがあったにもかかわらず、数回しか
練習していない歌「絆」を堂々と歌い上げてくれた
ことは、行事に全力を尽くす糀谷中生の素晴らしさ
を参列された方々に知っていただけたことになり、
誇らしかったです。記念行事を通して、今の糀谷中
があるのは 70 年の間にたくさんの方々の苦労や努
力があったことを感じてくれたことと思いますが、
恩に報いるように伝統をしっかりと受け継いでく
れることを期待します。 
さて、今日の学活では担任の先生から、通知表が

手渡されます。通知表には教科の評価・評定のほか
に、特別活動や出欠の記録、皆さんの取組の様子を
言葉で評価した所見が記載されています。所見は、
担任の先生が皆さん一人一人の２学期の生活の様
子を思い浮かべながら、時間をかけて書いたもので
す。皆さんが頑張ったところや、皆さんの課題、そ

して、アドバイスや励ましの言葉が書いてあります。
いくつか、印象に残った所見を紹介します。 
「誰に対しても優しく、平等に接する姿勢をたくさ
ん見ることができました。」「級友の話を親身に聞
いてあげられる、傾聴できる力はあなたの強みで
す。」「教室では分からなくて困っている友達に教
えてあげる姿がありました。」「当番活動では、み
んながやりたくない仕事も進んで行っている姿を
見ていつも感心しています。」「給食当番の際には
誰よりも早く白衣に着替えて早く配膳をしようと
心がけていました。」「どの教科においても積極的
に発言や質問をし、自分で勉強の仕方を工夫するこ
とができました。」「授業中だけでなく家庭学習に
も力を入れて取り組むことができました。」 
友達に優しく思いやりをもって関わっている生

徒、誠実に係や当番の仕事に取り組んでいる生徒、
進んで学習に取り組む生徒、そんな生徒が糀谷中に
はたくさんいることがわかり、とても嬉しく思いま
す。他にもいろいろな所見がありました。しっかり
読んで今学期を振り返り、３学期に繋げてください。 
最後に、冬休みは学期の切り替わりであると同時

に、新たな年を迎える時でもあります。大掃除をし
たり、年越しそばを食べたり、初詣に行ったり、お
年玉をもらったり…、家族や親戚と過ごす時間も多
くなるでしょう。そんな時間を大切にして、家族や
親戚の方といろいろな話をしてください。また、「１
年の計は元旦にあり」ということわざがあります。
元旦の旦の字は日の下に一本の線を引き、太陽が地
平線から上がってくる朝を表しています。「１年の
計画は元日の朝にたてるのがよい。最初に計画や目
標をしっかり立てることが大切。」という意味です。
残り１週間に今年を振り返り、夢や抱負をしっかり
もって 2024年元日の朝を迎えてください。 
気温が低くだいぶ寒くなってきました。インフル

エンザもはやっています。規則正しい生活と健康管
理、感染予防を徹底し、有意義な冬休み 
にしてください。特に３年生は進路 
決定の大切な冬休みです。強い意志 
をもち、目標に向かって、諦めず 
に粘り強く突き進んでください。 
３学期の始業式には、元気に登校 
する皆さんに会えるのを楽しみに 
しています。

              １２月号② 

自ら学び考えることができる生徒  感性豊かで思いやりのある生徒  心身ともに健康な生徒 

 学校だより  
大田区人権教育研究協力校 
「みんながいる わたしがいる  

さしのべる 生きている」 
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生徒の活躍の記録から 
【大田区小中学校人権啓発作品展】 
 
習字の部 
１Ｃ      「尊重」 

１Ｃ      「友情」 

 

ポスターの部 

３Ｄ      「増やそう 差し伸べる心  

隣             に寄り添う勇気」 

３Ａ       「１人１人みんな違う  

だから、『あなた』という存在が大切」 
 

標語の部 
２Ｃ             

「みんなでね 笑顔のバトン 渡そうよ」 

２Ｄ         

「『普通じゃない』 誰にとっての 普通なの」 
 
 

【社会を明るくする運動意見発表会】 
 

  意見発表会 感謝状 ３Ｃ       

題名「ふとした瞬間に」 
 

     さんの作文は先日配布した「大田区保護

司会第四分区ひろば」に掲載されています。ぜ

ひお読みください。 
 
【令和５年度 中学生の「税についての作文」】 

 
  蒲田税務署長賞 ３Ｂ       

 
     さんは、12月 4日に蒲田税務署にて、 

1日税務署長を務めました。  さんの作文を 

下に掲載しましたので、お読みください。 

【“社会を明るくする運動” 感謝状】 

今年度も中学生・高校生意見発表会参加し、運動に

貢献してきたことが評価され、 

羽田中、出雲中、つばさ総 

合高校、蒲田女子高校と共 

に、小池百合子都知事より、 

表彰状をいただきました。 

【
蒲
田
税
務
署
長
賞
】 
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み
な
さ
ん
は
毎
日
学
校
に
通
い
勉
強
で
き

て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
世
界
に
は
勉
強
が
し
た
く
て
も
で
き

な
い
と
い
う
子
供
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
日
本

で
「
義
務
教
育
」
と
言
わ
れ
る
六
才
か
ら
十
五

才
ま
で
の
九
年
間
で
か
か
る
一
人
あ
た
り
の

教
育
費
用
は
約
八
百
四
十
五
万
円
で
す
。
日
本

で
は
こ
れ
ら
の
お
金
が
税
金
に
よ
っ
て
支
払

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

中
学
一
年
生
の
春
、
最
初
の
授
業
で
た
く
さ
ん

の
教
科
書
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
担
任
の

先
生
が
言
っ
た
「
教
科
書
の
う
ら
を
見
て
み

て
。
『
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ

て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
』
と
書
い
て
あ

る
で
し
ょ
う
。
」
と
い
う
言
葉
を
中
学
三
年
生

に
な
っ
た
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
日
本

を
支
え
て
い
る
大
人
の
み
な
さ
ん
が
私
達
が

日
本
を
支
え
る
立
場
に
な
れ
る
よ
う
に
、
な
っ

た
時
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
私
達
の
将
来
を

考
え
、
税
金
を
納
め
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
税
金
は
今
日
本
を
支
え
て
い
る
大

人
と
今
後
支
え
て
い
く
子
供
を
つ
な
ぐ
バ
ト

ン
の
よ
う
だ
と
感
じ
ま
す
。 

教
育
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
を
く
わ
し
く

調
べ
て
み
る
と
、
教
科
書
だ
け
で
な
く
校
舎
の

建
設
代
や
い
す
、
机
の
購
入
費
用
な
ど
に
も
多

く
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
同
時
に
教
育
の
た
め
に
年
間
五
兆
円
以

上
の
現
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま

し
た
。
私
達
が
無
償
で
教
育
を
う
け
ら
れ
て
い 

る
こ
と
は
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な

い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

私
に
身
近
な
税
金
は
消
費
税
で
、
商
品
の
お

金
に
加
え
て
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
す
が
、
消
費
税
の
他
に
も
税
金
に
は

た
く
さ
ん
種
類
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
私

達
の
教
育
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
税
金
と
は
ま
っ
た
く
わ
る
い
も
の
で
は

な
く
て
、
み
ん
な
が
快
適
に
す
ご
す
た
め
に
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

学
年
が
変
わ
る
こ
と
に
配
ら
れ
る
新
し
い

教
科
書
、
一
人
一
人
が
所
持
し
て
い
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
い
す
や
机
、
部
活
動
で
使
う
道
具
な
ど

の
費
用
に
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
私
達
の
た
め
に
こ
ん
な
に
も
た
く

さ
ん
の
税
金
を
使
っ
て
も
ら
え
る
の
か
、
そ
れ

は
「
私
達
の
将
来
に
期
待
」
を
し
て
も 

ら
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
書
の
う
ら

に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
の
通
り
こ
れ
か
ら
の

日
本
を
担
う
立
場
に
な
る
私
達
に
期
待
を
し

て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。 

学
校
に
通
い
た
く
て
も
通
え
な
い
、
勉
強
し

た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
う
状
況
に
置
か
れ

て
い
る
子
供
が
世
界
中
に
多
く
い
る
中
、
こ
う

し
て
大
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
期
待
で
税
金

を
納
め
て
も
ら
っ
て
良
い
環
境
で
勉
強
で
き

て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
し
た
い
で
す
。
税
金
は

今
日
本
を
支
え
て
い
る
大
人
と
今
後
支
え
て

い
く
子
供
と
を
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
と
う
け
と
り
、

自
分
が
大
人
に
な
り
日
本
を
支
え
る
立
面
に

な
っ
た
時
に
は
、
子
供
た
ち
に
バ
ト
ン
を
わ
た

せ
る
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

   

【“租税教育の推進” 感謝状】 

租税教室や税の作文の取組を継続し、租

税教育の推進に貢献 

してきたことが評価さ 

れ、髙橋尚人蒲田税 

務署長より表彰状を 

いただきました。 


